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表１　�抵抗性の異なる品種での散布開始時期・終了時期の違

いによる防除効果（平成25～28年）

図１　 減収率５％を想定した発病経過

のシミュレーション
　　　注 ）●は初発を示す。９/30の■は被害許容

水準を示す。
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表２　初発直後散布での抵抗性“弱”品種における残効期間

　　　（平成25～28年、接種）

表３　テンサイ褐斑病の新しい防除対策

【用語解説】

　被害許容水準：病害虫によって受ける被害の額が、防除の経費を上回らない病害虫の発生量。

詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研十勝農業試験場

電話（0155）62－2431　E-mail：tokachi-agri@hro. or. jp


